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要 約

本研究は、基礎看護学実習における看護学生のス トレス対処能力の変化と、どのようなス トレス要因が対処能

力の変化に関連 しているかを明 らかにすることを目的とした。看護系大学2年次の学生158名 を対象として基礎看

護学実習の前後 に無記名 自記式質問紙調査 を実施 した。実習前後 で、 ス トレス対処能力であるSense of

Coherence(SOC)の 値は有意に低下 しており、下位概念である把握可能感、有意味感についても有意に低下 し

ていた。実習前後のSOC変 化 と実習のス トレス因子 との関連を、多重共線性を考慮 して重回帰分析ステップワ

イズ法で分析 した結果、実習前後のSOC変 化に有意な影響を与えていた要因として 「看護過程の展開」 と 「実

習前のSOCの 値」の2つ が同定された。看護過程を展開するための実習記録にス トレスを感 じること、実習前

のSOCの 値が高いことが、実習後のSOC低 下に寄与 していた。
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1.諸 言

基礎看護教育における臨地実習は看護実践能力の獲得

において極めて重要な位置づけにあるだけでな く、看護

教育の初期段階においては専門職として看護を理解 し、

看護に対する興味と関心をもって学習を深めてい く重要

な時期である。同時に、臨地実習は学生にとっては多大

な緊張と不安を抱かせる学習環境でもあり、看護職者と

しての適性に対 して疑問が生 じやすい初学者の学生がス

トレスに対応できずに学習を継続できない場合もみ られ

る1)2)3)。

看護学生のス トレスおよびス トレス対処についてはい

くつかの研究が報告されている。それ らの多 くは学生生

活全般を調査 した報告であり4)5)6)7)、臨地実習特有の学

生のス トレスおよびス トレス対処を報告 したものは限 ら

れている8)9)。また、臨地実習中に感 じるス トレスにつ

いて分析 したものの多 くは大学3、4年 次の学生を対象

とした調査であり10)11)12)13)14)、これらの知見を臨地実習や

看護技術の実践経験が少ない大学1、2年 次の学生へ適

用する際には再検討が必要となる。
一方、基礎看護学実習に関連 したス トレスとして、教

員や実習指導者との関わり、教員と看護師間の指導調整

不足が明 らかにされているが15)、学生のス トレス対処能

力による影響が考慮されてお らず、ストレスを軽減 し学

習効果を高めるための具体的な方法を検討するまでには

至 って い な い 。 学 生 が どの よ うな こ とを ス トレス と認 識

し、 そ の ス トレス に対 して どの よ うな 対 処 を 行 うの か に

つ い て は各 自の ス ト レス対 処 能 力 が 影 響 す る こ とが 明 ら

か に され て い る こ とか ら16)17)18)、実 習 指 導 に お い て も学

生 の ス ト レス対 処 能 力 向 上 を 考 慮 した 方 法 を 検 討 す る必

要 が あ る。

ス ト レ ス 対 処 能 力 と し て のSense of Coherence

(SOC)は 、 ア ン トノ フス キ ー に よ って 提 唱 さ れ 「人 生

の 困 難 にい か に う ま く対 応 で き るか と い う個 人 の もっ 能

力 」 の こ とで あ り、SOCが 高 い人 は ス トレ ッ サ ー に よ

る精 神 健 康 へ の 影 響 を 受 け に く く、 さ らに ス トレ ッサ ー

へ の 対 応 が 柔 軟 で 、 物 事 を プ ラ ス に考 え る こ とが で き、

冷 静 に対 処 で き る特 性 が あ る。 ま た 、SOCは 成 人 初 期

まで の 体 験 を 通 じて 後 天 的 に形 成 され るた め 、 学 生 の 時

期 はSOCの 向 上 ・強 化 に お い て 非 常 に 重 要 で あ る19)。

臨 地 実 習 と い う体 験 を通 じてSOCは 向上 ・強 化 さ れ て

い るの か 、 また そ の 向 上 ・強 化 の プ ロ セ ス に どの よ うな

実 習 ス ト レスが 影 響 して い るの か を 明 らか にす る こ と は

重 要 で あ る。

看 護 学 生 とSOCに 関 す る先 行 研 究 で は 、 実 習 後 に

SOCの 値 が 上 昇 した こ とや20)、達 成 感 の 高 さ と実 習 中 の

SOCに 関 連 が あ っ た21)ことが 報 告 され て い る。 しか しな

が ら、 これ らは いず れ も大 学3、4年 生 を 対 象 と した 調

査 で あ る。 臨 地 実 習 そ の もの や 看 護 経 験 の 非 常 に少 な い

大 学1、2年 生 を 対 象 と したSOCに 関 す る研 究 は ほ と



んど報告されていない。

そこで本研究は、学生のス トレス対処能力が基礎看護

学実習前後でどのように変化 し、その変化にどの実習ス

トレス要因が関連 しているのかを明 らかにすることを目

的とした。

Ⅱ.研 究 方 法

1.対 象および方法

A大 学看護学部の平成23年 度入学生82名 および平成24

年度入学生76名 の合計158名 を対象とし、2年 次に実施

される基礎看護学実習の前後に無記名自記式質問紙調査

を行った。調査時期は、平成23年 度入学生は平成24年7

月～9月 、平成24年 度入学生は平成25年7月 ～9月 であ

る。

A大 学看護学部の基礎看護学実習は、1年 次後期に1

単位5日 間、2年 次前期に2単 位10日 間で行われる。1

年次は対象とのコミュニケーションを通 して援助的関係

を構築することを目的とし、2年 次は対象との援助的関

係構築を行った上で、健康上の問題を解決するためのプ

ロセス(看 護過程の展開)に ついて学ぶことを目的とし

ている。

調査票は基礎看護学実習の開始前のオ リエンテーショ

ンにおいて配布 した。配布する際に、調査目的、自由意

思による参加であること、研究協力の有無は実習指導や

成績 ・評価に関与 しないこと、調査票は無記名ではある

が通 し番号により実習前後のデータ結合は可能であるこ

と、等を文書と口頭で説明 し、調査票への回答をもって

同意とみな した。調査票の回収は、調査内容が研究者以

外に漏れることがないよう封筒に入れ、鍵付きの所定の

箱に提出 してもらった。実習後の調査は、実習の最終日

に担当教員から各学生へ配布 し、1週 間以内に所定の鍵

付きの箱に提出するよう依頼 した。

なお、本研究は名古屋市立大学看護学部倫理委員会の

承認を得て実施 している。

2.調 査内容

調査内容は、1)基 本属性、2)臨 地実習におけるス

トレス、3)ス トレス対処能力に関する項目で構成され

る。

1)基 本属性

年齢、性別、居住環境、通学時間について尋ねた。

また、臨地実習の前後において睡眠時間、主観的健康

状態を尋ね、主観的健康状態は 「よい」「まあよい」

「ふつう」「あまりよくない」「よくない」の5件 法で

質問 した。

2)臨 地実習におけるス トレス因子

臨地実習におけるス トレスについては29項 目を設定

した 。 この29項 目 は、 看 護 学 生 の 臨 地 実 習 に関 す る ス

ト レス に着 目 した 研 究 成 果11)12)13)16)をも と に、 基 礎 看 護

学 実 習 に関 係 す る ス トレス項 目を 抽 出 し、 研 究 者 間 で

項 目を選 定 した。各 項 目 は 「ス トレスで は な い」1点 、

「あ ま りス トレス で は な い」2点 、 「や や ス トレス と思

う」3点 、 「ス トレス と思 う」4点 の4件 法 で質 問 し

た 。 この29項 目か ら構 成 され る実 習 ス トレスの 因 子 構

造 を 検 討 し、29項 目の う ち記 述 統 計 量 に よ る分 布 の 偏

りが 顕 著 な もの、 項 目間 相 関 で高 相 関(r>0.8)を 示

した もの、 項 目全 体 と相 関 が 低 い(r<0.4)も の を 削

除 し、最 終 的 に24項 目か ら 「看 護過 程 の展 開(5項 目)」

「教 員 ・指 導 者 との 関 係(4項 目)」 「患 者 ・家 族 ・医

療 者 との 関 係(5項 目)」 「知 識 ・技 術 不 足(2項 目)」

「日々 の 実 習 計 画(4項 目)」 「カ ン フ ァ レ ンス(2項

目)」 「学 生 同 士 の 関 係(2項 目)」 の7因 子 が 同 定 さ

れ た22)。こ の7つ の実 習 ス トレス因 子 の 内 的一 貫 性 は

α=0.904～0.729と 高 い。 本 研 究 で は、 この7つ の 実

習 ス トレス要 因 と ス トレス対 処 能 力 との 関 係 につ いて

検 討 す る こ と と した 。

3)ス トレ ス対 処 能 力

ス トレス対 処 能 力 は、Sense of Coherence(SOC)

評 価 ス ケ ール 日本 語 版 の13項 目7件 法 を 使 用 して 評 価

した19)23)。この 尺 度 は ア ン 卜ノ フ ス キ ーが 開 発 し山 崎

らに よ って 翻 訳 され た もの で 日本 語 版 の 信 頼 性 お よ び

妥 当 性 が 検 証 さ れ て い る。SOCは3つ の 下 位 概 念

「把 握 可 能 感 」 「処 理 可 能 感 」 「有 意 味 感 」 か ら構 成 さ

れ 、SOC得 点 は13～91点 の 値 を と る 。 下 位 概 念 は

「把 握 可 能 感 」5項 目5～35点 、 「処 理 可 能 感 」4項 目

4～28点 、 「有 意 味 感 」4項 目4～28点 の 値 を と る。

い ず れ も点 数 が 高 い ほ ど ス トレス対 処 能 力 が 高 い と判

断 され る。

3.分 析

回収された調査票のうち、臨地実習の前後ともに回答

が得 られ、SOC13項 目に欠損値がないものを分析対象

とした。基本属性のうち、臨地実習の前後の睡眠時間と

主観的健康状態については対応のあるt検定、x2検 定を

行い、臨地実習の影響を確認 した。

次に、実習前後のSOCの 変化 と抽出された7つ の実

習ストレス要因がどのように関連 しているかを検討する

ため、実習前後のSOC変 化量 と各ス トレス要因の相関

分析を行った。そ して、単変量分析で有意な関連のあっ

たス トレス要因を独立変数、実習前後のSOC変 化を従

属変数とした重回帰分析を行った。7つ の実習ス トレス

要因間の相関係数が高かったため、多重共線性の影響を

考慮 した上で実習前後のSOC変 化 を予測可能な独立変

数を明 らかにするため、ステップワイズ法を用いた。ま



た 、 実 習 前 後 のSOCの 変 化 量 に影 響 を与 え る 要 因 と し

て 、 実 習 前 のSOCの 値 が 関 係 す る と考 え られ るた め、

予 測 因 子 の ひ とつ と して 重 回 帰 分 析 に投 入 した 。

な お 、 統 計 処 理 に は統 計 解 析 プ ロ グ ラ ム パ ッケ ー ジ

SPSS Ver.21を 使 用 し、 有 意 水 準 はp<0.05と した 。

Ⅲ.結 果

1.対 象 者 の 概 要

調査 対 象 者158名 の うち、 回 収 数136名(回 収 率86.1%)、

有 効 回 答 数132名(有 効 回答 率83.5%)で あ った 。 平 均 年

齢 は19.5歳 、 女 性123名(93.2%)が 占 め、 ひ と り暮 ら し

は32名(24.2%)、 自宅 か らの 通 学 者 は99名(75%)で

あ り、 平 均 通 学 時 間 は50.4分 で あ っ た。

睡 眠 時 間 は、 実 習 前 は6.2±1.2時 間 で あ っ たが 、 実 習

後 は3.8±1.4時 間 と有 意 に短 縮 して い た(p<0.001)。 主

観 的 健 康 状 態 につ い て は、 「よ い」 ま た は 「ま あ よ い」

の 回 答 が 実 習 前71名(53.8%)か ら実 習 後28名(21.5%)

へ と減 少 し、 「あ ま りよ くな い」 ま た は 「よ くな い」 の

回 答 が 実 習 前5名(3.8%)か ら実 習 後65名(49.2%)へ

と増 え 、 実 習 前 後 で 健 康 状 態 の 認 識 が 有 意 に悪 化 して い

た(p<0.001)。

2.臨 地 実 習 前 後 の ス トレス 対 処 能 力 の 変 化

ス トレス対 処 能 力 と して のSOCは 、 合 計 得 点 が実 習

前 の55.5±8.1か ら実 習 後 は53.1±9.1へ 有 意 に 低 下 して

い た(p<0.01)(表1)。 下 位 尺 度 にお い て も、 把 握 可

能 感 、 有 意 味 感 に お い て 実 習 後 に有 意 に値 が 低 下 して い

た 。 把 握 可 能 感 は、 実 習 前 に は19.2±3.9だ っ た の に 対

し実 習 後 は18.1±4.0と な り、 有 意 味 感 に お い て は、 実

習 前 に は19.2±3.1だ った の に 対 し実 習 後 は18.5±3.8で

あ った(各 々p<0.01, p<0.05)。

3.臨 地 実 習 前 後 の ス トレ ス対 処 能 力 の 変 化 と ス トレス

因 子 との 関 連

臨 地 実 習 前 後 のSOCの 変 化 に どの よ うな 実 習 ス ト レ

ス因 子 が 関 連 して い るの か を 単 変 量 で 分 析 した 。 また 、

SOCの 変 化 量 は実 習 開 始 前 のSOCの 値 に影 響 を受 け る

た め 、 実 習 前 のSOCの 値 との 関 連 も分 析 した(表2)。

そ の結 果 、 実 習 前 後 のSOCの 変 化 と有 意 な 関 連 が あ っ

た の は、 「看 護 過 程 の展 開 」(r=-0.28, p<0.01)、 「日々

の 実 習 計 画 」(r=-0.15, p<0.05)、 実 習 前 のSOCの 値

(r=-0.27, p<0.01)だ った(表2)。

次 に、 単 変 量 で 有 意 な 関 連 が み られ た ス トレス因 子 と

実 習 前 のSOC得 点 を 独 立 変 数 、 実 習 前 後 のSOC変 化 量

を 従 属 変 数 と した 重 回 帰 分 析 を 行 った 結 果 、 ス トレス因

子 で あ る 「看 護 過 程 の展 開 」 と実 習 前 のSOCの 値 の2

つ が 実 習 前 後 のSOC変 化 量 に有 意 な影 響 を 与 え て い る

因 子 と して 同 定 され た(表3)。 つ ま り、 実 習 後 のSOC

低 下 に影 響 を 与 え て いた の は、 実 習 で 看 護 過 程 を 展 開 す

る こ と に対 して ス トレス を 感 じる こ と、 実 習 前 のSOC

の 得 点 が 高 い こ とで あ った 。

ス トレス 対 処 能 力 と して の 実 習 前 のSOCの 得 点 が 、

実 習 に お け るSOCの 変 化 に影 響 して い た こ とか ら、 実



習後にSOCが 上昇または不変だった学生(N=56)と 、

実習後 にSOCの 値が低下 した学生(N=76)と で実習

前のSOCの 値 の差を追加分析 した(表4)。 実習後 の

SOCの 値 に影響を与えると予測される実習前および後

の睡眠時間と健康状態についても比較を行った。t検 定

を実施 した結果、実習後にSOCの 値が低下 した群の実

習前のSOCの 値 は57.8±7.6で あったのに対 し、実習後

にSOCの 値が上昇または不変だった群の実習前のSOC

の値は52.2+7.5で 有意な差があった。SOCの 下位概念

である把握可能感、処理可能感、有意味感についても、

すべてにおいてSOCが 実習後に低下 した群の実習前の

SOCの 値の方が、SOCが 実習後 に上昇または不変だっ

た群の値よりも有意に高かった。睡眠時間および健康状

態は、実習後にSOCが 低下 した群 と、実習後にSOCが

上昇または不変だった群で有意な差はなかった。

Ⅳ.考 察

看護学生のス トレス対処能力が基礎看護学実習を通 じ

てどのように変化 し、その変化にどのような実習ス トレ

ス要因が関係 しているのかを検討 した。その結果、看護

学生のス トレス対処能力 としてのSOCは 実習後有意 に

低下 し、その低下には看護過程を展開することに対する

ス トレスと実習前のSOCの 値が関係 していることが明

らかになった。

1.臨 地実習におけるス トレス対処能力

臨地実習を体験することにより、看護学生のストレス

対処能力は必ず しも向上する訳ではな く、低下する傾向

にあった。本研究の実習後の調査は実習終了時に行った

ことから、実習に対する意味づけや感情面の整理が不十

分であり、実習のス トレスによりス トレス対処能力の低

下は一時的な状態の可能性がある。ス トレス対処能力と

してのSOCを 向上 ・強化させるためには、ス トレッサー

によってもたらされた緊張状態に対 し、汎抵抗資源を用

いて成功的に処理することが重要であるとされている。

汎抵抗資源とは、身体的、生化学的、物質的、認知 ・感

情的、評価 ・態度的、関係的、社会文化的な、個人や集

団における特徴のことであり、世の中に存在 しているス

トレッサー回避または処理において役立つものと定義さ

れ、この汎抵抗資源が不足 していたり、十分活用できな

かった りする場合はその状況がス トレッサーになる19)。

また、SOCの 向上 ・強化には、人生 に対する考え方や

価値観の転換が必要である19)ことか ら、実習が終了 した

時点ではまだその段階に達 していない可能性が示唆され

る。今後は、継続的にSOCを 測定 し、SOCの 向上 ・強

化のプロセスを明らかにしてい くことが必要である。

本研究対象者の実習前のSOC平 均得点は55.5点 であ

り、先行研究で示 されている同世代の一般大学生23)、医

療福祉系大学生24)、看護系大学生25)、看護学生17)26)と比較

して もSOC平 均得点が4～6点 ほど高い、つまりス ト

レス対処能力が高いことを示す結果であった。一方、2

年生で実施される基礎看護学実習は、初めての本格的な

臨地実習であり疾患や病態の知識や看護技術、対人関係

スキルなど多 くの能力が求め られる実習である。臨地実

習で体験 した初めてのストレスに対 して、従来の汎抵抗

資源を用いて対処 したが、ス トレスが過負荷となりス ト

レスを乗 り越え られなかった結果、実習後のSOCが 低

下 した可能性がある。

2.臨 地実習におけるス トレス対処能力の変化に関連す

る因子

実習前後のSOCの 変化 と実習のス トレス要因で関連

がみ られたのは、「看護過程の展開」であった。2年 次

における基礎看護学実習においては、看護過程を展開す

ることが初めての体験であることか らス トレスと認識さ

れやすい状況にあることが推測される。鈴木 らは、2年

次の臨地実習における看護過程における困難は、情報収

集と情報の解釈に起因 し、必要な情報の不足や、解釈が

不十分であったことを報告 している28)。また、ス トレス

要因 「看護過程の展開」 は 「対象のアセスメント」「問

題点の抽出」「関連図の描写」「看護計画の立案」「事例

レポー ト」の5項 目か ら構成され22)、実習記録に関する

ス トレス要因とも言える。これまでも実習記録がス トレ

スになることは報告 されており10)13)、本研究においても

同様にストレス要因となっていたことか ら、2年 次の臨

地実習においては、看護過程の展開に伴うス トレス対処

が成功することによ り、 ス トレス対処能力であるSOC

が向上 ・強化されることが示唆された。

単変量分析において 「看護過程の展開」と 「日々の実

習計画」 の2つ のス トレス要因が、SOCの 変化に関連

していたが、重回帰分析の結果 「日々の実習計画」 は

SOCの 変化を予測する要因ではなかった。「日々の実習



計画」は、「一 日の行動計画」「知識 ・技術に関する事前

学習」「実習に伴 う時間の拘束」「学内演習と実習で行う

看護技術の乖離」の4項 目か ら構成されている22)。看護

過程の展開」とは内容的に異なり必ず しも実習記録のス

トレスとはいえないが、項 目間の相関係数は γ=0.57と

中程度であったことか ら多変量回帰分析において有意な

影響を与える要因としては選択されなかったと考える。
一方、 臨地実習 にお いては、 実習指 導者 の関わ

り10)12)13)、病棟スタッフとの関係11)12)、患者 との関係11)12)

等対人関係のス トレスが繰り返 し報告されてきたが、本

研究ではス トレス対処能力の向上 ・強化という視点か ら

はス トレスとして同定されなかった。これは、今回の対

象者のSOC得 点が高かった ことが理由として考えられ

る。SOCが 高い人は自己表明や対人的積極性が強 く、

他者意識や対人緊張が低 いことが示されており25)、ス ト

レス対処能力が高いほど対人関係でス トレスを感 じにく

くなる傾向にある。本研究の対象学生の実習前のSOC

の値は高かったことから、臨地実習における対人関係の

ス トレスは相対的に認知されなかったと考える。

さらに、臨地実習後のSOCの 向上 ・強化 に関係する

要因として、実習前のSOCの 値が影響 しており、実習

前のSOCの 値が高い学生の方が、実習後にSOCの 低下

を経験 していた。既 に述べたように、SOCが 高い人 は

ス トレス対処能力が高 いと考え られてきたが、SOCが

非常に高い場合にス トレスへの対処が成功 しなかった場

合には、ス トレス対処能力は反対に低下することが示唆

された。従来、SOCが 低い人への介入に焦点が当て ら

れ介入 されてきたが、SOCが 高い人 に対 しても臨地実

習を通 してSOCを 向上 ・強化させるための指導方法の

検討が必要であることが確認された。

3.本 研究の限界と今後の課題

本研究で使用 した基礎看護学実習におけるス トレス因

子は、先行研究11)12)13)16)をもとに研究者間で独自の調査項

目を設定 し、因子分析を行ったものであり内的整合性は

保証されているが、信頼性、妥当性のさらなる検証が必

要である。

次に、本研究の結果は1施 設を対象とした調査であり、

調査対象のス トレス対処能力が比較的高い集団であった

ため、この結果を一般化することは難 しい。多施設で調

査を行い、看護学部1・2年 生のス トレス対処能力の強

化につながる実習システムや指導方法の開発を検討する

ことが重要である。

V.結 論

基礎看護学実習における看護学生のス トレス対処能力

は、実習後に低下 していた。実習前後でのス トレス対処

能力の変化に影響 していた因子としては、実習ス トレス

因子 としての 「看護過程の展開」 と実習前のSOCの 値

であった。臨地実習の体験を通 じて学生がス トレス対処

能力を形成 ・強化するためには、2年 次で初めて取 り組

む看護過程に対処できるように、また、実習前のス トレ

ス対処能力が低い学生だけではな く、高い学生について

も、指導方法等を検討する必要があることが示唆された。
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Changes in Sense of Coherence (SOC) among Nursing Students 

    Undergoing Fundamental Nursing Clinical Practice, 

               and Related Stress Factors

Kanae Momino, Sayuri Kaneko

Nagoya City University School of Nursing

                                     Abstract 

 This study aimed to reveal changes in sense of coherence (SOC) as a stress coping skill among nursing stu-

dents in fundamental nursing clinical practice as well as which stress factors are associated with the 

changes. An anonymous self-administered questionnaire survey was conducted with 158 second-year nurs-

ing university students before and after fundamental nursing clinical practice. Results showed a significant 

decrease in post-clinical practice SOC scores representing stress coping skills, compared to before clinical 

practice. A significant decrease was also observed in scores for two SOC subscales, sense of comprehensibil-

ity and sense of meaningfulness. Taking multicollinearity into consideration, stepwise regression analysis 

was performed to examine the association between change in SOC scores and clinical practice-related stress 

factors. Analysis results identified "applying the nursing process" and "pre-clinical practice SOC score" as 

factors that significantly influenced the change of SOC score. These findings suggest that stress toward the 

clinical practice records used in applying the nursing process and high pre-clinical practice SOC score con-

tributed to the decline in SOC score after nursing clinical practice.

Key Words: Nursing Students, Sense of Coherence, Stress Factors of Clinical Practice
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